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地形分布図 土地利用区分面積

（単位：％）資料：県都市計画課

総面積　6,339.6㎢

（平成21年10月1日現在）
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Ⅰ
１ 沿革と地勢
江戸時代の大分県は小藩分立状態であり、幕末には８藩７領に細分化されていました。明治維新以降は豊後国一
円が県域となりましたが、明治９年に豊前の一部を合併して現在の県域が確定しました。行政区としては、明治
１１年に９町１，８２８村ありましたが、その後、「明治の大合併」や「昭和の大合併」、「平成の大合併」を経て、１４市３
町１村の１８市町村となりました。
地理的には、九州東北部に位置し、瀬戸内海に面しています。県北西部は福岡県、西は熊本県、南は宮崎県と
接し、東は豊後水道を隔てて四国と向かい合っています。 東西１１９km、南北１０６kmで県の面積は全国２２位の広
さです。
地形、地質とも複雑で多様なため、豊かな自然を生み出しています。「九州の屋根」と呼ばれるくじゅう山群

をはじめ由布・鶴見、祖母・傾の山々が連なり、県土の約７割が林野で占められています。これらの山系から流
れ出る水流は、筑後川、山国川、大分川、大野川、番匠川などの主要河川となり、豊富な水資源と肥沃な農地を
もたらしています。さらに、県内の南北にかけて霧島火山帯、西北にかけて白山火山帯が走っているため県内至
るところに温泉が湧出しています。

２ 地質と土壌
大分県は松山～伊万里線、大分～熊本線、臼杵～八代線などの大規模な構造

線が通過しています。
松山～伊万里線は、別府湾よりほぼ西にむかって由布、鶴見火山群から玖珠

盆地をぬけ、日田盆地を経て筑後肥前地域へと至っています。
大分～熊本線は、中新世の宇佐層群の南限であり大野川層群、白亜線や野津

原古生層の分布限界です。
臼杵～八代線は、臼杵～豊後大野市三重町の構造谷を通って祖母山塊の北斜

面をつらね熊本県へと至り南西に延びています。
臼杵～八代線以南は、中生代、古生代の古い岩石から形成されています。以

北は火山活動に由来する阿蘇熔結凝灰岩、凝灰角礫岩、安山岩や火山砕屑岩など、多種類の岩石が分布してお
り、５０％は火山性岩石からなり、２０％は火山灰におおわれています。火山灰地帯では塩基性に乏しい黒ボク土
が、火山岩地帯では粘性土の土壌が、県南の堆積岩、変成岩からは礫質の浅い土壌が生成されています。
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項 目 単位 大分県 九州 全国 九州順位

総 土 地 面 積※１ ㎢ ５，０９９ ４２，１９０ ３７７，９５４ ４

総 人 口※２ 人 １，２０１，９０１ １３，２３２，５３８ １２６，２３０，６２５ ５

総 農 家※３ 戸 ４６，６２３ ３６３，２３２ ２，５２７，９４８ ４

販 売 農 家 戸 ２９，５１２ ２３７，８９９ １，６３１，２０６ ５

自 給 的 農 家 戸 １７，１１１ １２５，３３３ ８７６，７４２ ４

販 売 農 家 人 口※３ 人 １００，５３０ ８６５，４４９ ６，５０３，２１９ ５

農 業 就 業 人 口 人 ４３，９７７ ４０５，４０７ ２，６０５，７３６ ５

基 幹 的 農 業 従 事 者 人 ３４，４６２ ３３８，４６０ ２，０５１，４３７ ６

耕 地 面 積※４ ha ５７，６００ ５５６，９００ ４，５６１，０００ ５

田 ha ４０，８００ ３２３，３００ ２，４７４，０００ ４

畑 ha １６，８００ ２３３，６００ ２，０８７，０００ ６

普 通 畑 ha ９，１７０ １５６，７００ １，１６５，０００ ５

樹 園 地 ha ４，８００ ６３，２００ ３０６，７００ ７

牧 草 地 ha ２，８００ １３，８００ ６１５，２００ ２

一 戸 あ た り 耕 地 面 積※５ ha １．４３ １．９７ ２．３ ７

耕 地 利 用 率※４ ％ ９１．５ １０２．８ ９２．２ ７

田 ％ ９２．４ １１０．２ ９２．３ ７

畑 ％ ８９．３ ９２．５ ９２ ４

集 落 営 農 数※４ 組織 ５３４ ２，５８７ １４，７３６ ３

う ち 法 人 組 織 組織 １６７ ３２４ ２，５８１ １

※１ 国土交通省国土地理院「平成２３年全国都道府県市区町村別面積調」
※２ 総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」（平成２２年３月３１日現在）
※３ 農林水産省統計部「２０１０年世界農林業センサス 農林業経営体調査」
※４ 農林水産省統計部「耕地及び作付面積統計」（平成２３年）
※５ 農林水産省大臣官房統計部「集落営農実態調査」（平成２３年）
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　平成22年度は57,820haで、前年に比べると380ha減
少し、ここ数年は年１％程度の減少をしています。利用率
は91.5％と平成21年度より0.8％高くなりました。

　耕作放棄地は徐々に増加傾向が見られます。販売農家の
耕作放棄地は平成12年をピークに減少していますが、自給
的農家と土地持ち非農家の耕作放棄が増加しています。

　農家所得額は、平成7年をピークとして減少傾向ですが、
農業所得は大きな変動がありません。平成18年以降は農外
所得が減少し、年金所得が増加する傾向が見られます。

　農業産出額は平成19年度以降、下げ止まりの傾向が見
られます。それぞれの部門毎の比率も、大きな変動はあり
ません。

　平成22年は17年に比べ、総農家数は約６千戸減少し、
４万７千戸になりました。専業農家や自給的農家はほとん
ど変化が無く、兼業農家の大幅減少が目立ちます。

　基幹的農業従事者も減少傾向ですが、平成17年以降は減少割
合が低下しつつあります。一方で、65歳以上の高齢者の占める
割合は増加傾向にあり、平成22年では68％となっています。

※出典は全て第57次大分農林水産統計年報

耕地面積の推移 耕作放棄地の推移

農業所得の推移 農業産出額の推移
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２ 農業・農村の動向
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県全体
585,660百万円

農林水産部
52,497百万円

森林保全課
9,794百万円
（18.6％）

森林保全課
9,794百万円
（18.6％）

漁業管理課
638百万円
（1.2％）

漁業管理課
638百万円
（1.2％）

水産振興課
1,795百万円（3.4％）
水産振興課
1,795百万円（3.4％）

漁港漁村整備課
2,499百万円（4.8％）
漁港漁村整備課
2,499百万円（4.8％）

農村整備計画課
2,498百万円
（4.8％）

農村整備計画課
2,498百万円
（4.8％）

農村基盤整備課
15,639百万円
（29.8％）

農村基盤整備課
15,639百万円
（29.8％）

農林水産企画課
691百万円（1.3％）
農林水産企画課
691百万円（1.3％）

団体指導金融課
1,271百万円（2.4％）
団体指導金融課

1,271百万円（2.4％）

研究普及課
4,228百万円
（8.1％）

研究普及課
4,228百万円
（8.1％）

農山漁村担い手支援課
3,682百万円（7.0％）
農山漁村担い手支援課
3,682百万円（7.0％）

おおいたブランド推進課
1,604百万円（3.1％）
おおいたブランド推進課
1,604百万円（3.1％）

畜産振興課
2,374百万円
（4.5％）

畜産振興課
2,374百万円
（4.5％）

林務管理課
5,784百万円
（11.0％）

林務管理課
5,784百万円
（11.0％）

教育委員会
117,585百万円
（20.1％）

教育委員会
117,585百万円
（20.1％）

警察本部
28,592百万円（4.9％）

警察本部
28,592百万円（4.9％）

農林水産部
52,497百万円
（9.0％）

農林水産部
52,497百万円
（9.0％）

総務部
142,360百万円
（24.3％）

総務部
142,360百万円
（24.3％）

企画振興部
4,736百万円
（0.8％）

企画振興部
4,736百万円
（0.8％）

福祉保健部
87,038百万円
（14.9％）

福祉保健部
87,038百万円
（14.9％）

生活環境部
11,591百万円

（2.0％）

生活環境部
11,591百万円

（2.0％）

商工労働部
55,004百万円
（9.4％）

商工労働部
55,004百万円
（9.4％）

土木建築部
83,726百万円
（14.3％）

土木建築部
83,726百万円
（14.3％）

会計・議会・
人事委員会・監査事務局
2,531百万円（0.4％）

会計・議会・
人事委員会・監査事務局
2,531百万円（0.4％）

（億円）
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３ 農業農村整備関係予算

平成２４年度一般会計予算の概要

農業基盤整備事業費の推移（事業費ベース）
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農業農村整備事業総括表（平成２４年度当初予算） （単位：千円）

Ⅱ 大分県の農業・農村の概要

区分 事 業 名 地区数 総事業費 平成２３年度まで 進度（％） 平成２４年度 平成２５年度以降

県

営

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

１８ ６，１１０，３００ ２，４１２，４３６ ３９．５ １，１３７，０５８ ２，５６０，８０６
かんがい排水事業 ２ ７０９，０００ ６１１，４３６ ８６．２ ９７，１００ ４６４

かんがい排水事業（交） １ ４１９，０００ ３６９，５００ ８８．２ ４９，１００ ４００
基幹水利施設補修事業（補） １ ２９０，０００ ２４１，９３６ ８３．４ ４８，０００ ６４

基幹水利施設ストックマネジメント事業 ６ ６００，０００ １４０，０００ ２３．３ １９３，９５８ ２６６，０４２
法事業分（補） １ ３０９，０００ １４０，０００ ４５．３ ８０，０００ ８９，０００
予算事業分（交） ５ ２９１，０００ ０ ０．０ １１３，９５８ １７７，０４２

経営体育成基盤整備事業 １０ ４，８０１，３００ １，６６１，０００ ３４．６ ８４６，０００ ２，２９４，３００
経営体育成基盤整備事業【一般型】（交） ２ ５７２，３００ ２２０，０００ ３８．４ ８０，０００ ２７２，３００
経営体育成基盤整備事業【面的集積型】（補・交） ３ ９７８，０００ ５５０，０００ ５６．２ ２４３，０００ １８５，０００
耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業（交） ５ ３，２５１，０００ ８９１，０００ ２７．４ ５２３，０００ １，８３７，０００

農

村

整

備

事

業

５１ ４８，７０１，１７２ ２３，８０６，６１９ ４８．９ ５，６２０，４４４ １９，２７４，１０９
農道整備事業 ２３ １９，０４１，７１７ １０，４４６，７０９ ５４．９ ２，２５４，０８５ ６，３４０，９２３

広域営農団地農道整備事業（交・道交） ４ １１，１１４，４００ ６，３１０，０００ ５６．８ １，６５６，２８６ ３，１４８，１１４
基幹農道整備事業（交） ４ ３，０５２，０００ ２，０２４，０６８ ６６．３ １１２，８１２ ９１５，１２０
一般農道整備事業（交） １ １，０２７，７１７ ９９９，０００ ９７．２ ２８，７１７ ０
農道保全対策事業（交） ３ ８０７，０００ ６７６，７００ ８３．９ ８２，０５０ ４８，２５０
経営体育成基盤整備事業【通作条件整備型】（交） １１ ３，０４０，６００ ４３６，９４１ １４．４ ３７４，２２０ ２，２２９，４３９

農村総合整備事業 ５ ８，１７２，８２５ ６，１８５，３１０ ７５．７ ４７９，５００ １，５０８，０１５
集落基盤整備事業（交） ５ ８，１７２，８２５ ６，１８５，３１０ ７５．７ ４７９，５００ １，５０８，０１５

農村環境整備事業 ４ ７２，０００ ２８，０００ ３８．９ ２７，０００ １７，０００
地域用水環境整備事業 ４ ７２，０００ ２８，０００ ３８．９ ２７，０００ １７，０００

小水力発電整備（交） ４ ７２，０００ ２８，０００ ３８．９ ２７，０００ １７，０００
中山間総合整備事業 １９ ２１，４１４，６３０ ７，１４６，６００ ３３．４ ２，８５９，８５９ １１，４０８，１７１

中山間地域総合整備事業（交） １８ ２１，３５２，６３０ ７，１３６，６００ ３３．４ ２，８４４，８５９ １１，３７１，１７１
農地環境整備事業（交） １ ６２，０００ １０，０００ １６．１ １５，０００ ３７，０００

農
地
等
保
全
管
理
事
業

４５ １１，２２９，６５０ ６，０４４，０１１ ５３．８ １，７８５，４２２ ３，４００，２１７
農地防災事業 ２５ ４，５５０，５５０ ２，１０２，４６０ ４６．２ １，０８１，４２２ １，３６６，６６８

防災ダム事業 ５ ９０４，７００ ４６２，７００ ５１．１ ２５５，５８６ １８６，４１４
防災ダム事業（交） ５ ９０４，７００ ４６２，７００ ５１．１ ２５５，５８６ １８６，４１４

ため池等整備事業 １９ ３，０２６，２５０ １，１３１，７６０ ３７．４ ７２５，８３６ １，１６８，６５４
ため池等整備事業（交） １６ ２，１２０，８００ ８５７，７６０ ４０．４ ３８１，６００ ８８１，４４０
農業用河川工作物応急対策（交） ３ ９０５，４５０ ２７４，０００ ３０．３ ３４４，２３６ ２８７，２１４

湛水防除事業（交） １ ６１９，６００ ５０８，０００ ８２．０ １００，０００ １１，６００
地域ため池総合整備事業（交） ６ ４４３，０００ ５０，４００ １１．４ １２２，０００ ２７０，６００
地すべり対策事業（補） ７ ４，７９７，８６０ ２，８４９，７５１ ５９．４ ３３０，０００ １，６１８，１０９
海岸保全施設整備事業（交） ７ １，４３８，２４０ １，０４１，４００ ７２．４ ２５２，０００ １４４，８４０

障害防止対策事業（補） ８ ２８，９３５，７１４ １４，９７６，２６２ ５１．８ １，７０７，２１１ １２，２５２，２４１
県 営 計 １２２ ９４，９７６，８３６ ４７，２３９，３２８ ４９．７ １０，２５０，１３５ ３７，４８７，３７３

団

体

営

農地・水・環境保全向上対策（共同活動・向上活動） ４９３ ３，８５１，２６２ ３，０１０，０９１ ７８．２ ８４１，１７１ ０
農業集落排水事業（交） ２ ６６，０００ ６，０００ ９．１ ６０，０００ ０
基盤整備促進事業（プロ） ７ ５３２，７００ ２３０，５６０ ４３．３ ２４９，５４０ ５２，６００
新農業水利システム保全対策事業（補） １ ２７５，８００ ２０９，３００ ７５．９ ６６，５００ ０
地域農業水利施設ストックマネジメント事業（交） ６ ４９３，７００ ９１，６００ １８．６ １４１，３００ ２６０，８００
地域水ネットワーク再生事業（補） １ ６２，０００ ２６，５００ ４２．７ ３５，５００ ０

団 体 営 計 ５１０ ５，２８１，４６２ ３，５７４，０５１ ６７．７ １，３９４，０１１ ３１３，４００

合 計 ６３２ １００，２５８，２９８ ５０，８１３，３７９ ５０．７ １１，６４４，１４６ ３７，８００，７７３
※（補）：補助事業・戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業 （交）：農山漁村地域整備交付金・地域自主戦略交付金
（道交）：道づくり交付金 （プロ）：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

※金額は事業費ベース
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•管理予算班
•企画調査班
•土地改良指導・換地班
•農村環境保全班

•企画検査班
•農村整備班

•農地整備班
•農村総合整備班
•防災班

農 林
水産部

総務部

•企画検査班
•農村整備第１～３班

•企画検査班
•農村整備班

•企画検査班
•農村整備第１～２班

•企画検査班
•農村整備第１～３班

•企画検査班
•農村整備班

•総務班
•企画検査班
•水利整備第１～２班
•農村整備班

•企画管理班
•水利整備班
•農村整備班

•企画管理班
•水利整備班

農 林 水 産 企 画 課

農 地 農 振 室

工 事 技 術 管 理 室

団 体 指 導・金 融 課

研 究 普 及 課

農山漁村・担い手支援課

集 落・水 田 対 策 室

おおいたブランド推進課

園 芸 振 興 室

畜 産 振 興 課

家 畜 衛 生 飼 料 室

林 務 管 理 課

林 産 振 興 室

森 林 保 全 課

森との共生推進室

森 林 整 備 室

漁 業 管 理 課

水 産 振 興 課

漁 港 漁 村 整 備 課

地 方 機 関

東部振興局農林基盤部

中部振興局農林基盤部

南部振興局農林基盤部

豊肥振興局農林基盤部

西部振興局農林基盤部

北部振興局農林基盤部

日出水利耕地事務所

農 村 基 盤 整 備 課

農 村 整 備 計 画 課

豊後大野水利耕地事務所

大野川上流開発事業事務所

大分県の農業農村整備執行体制

県央飛行場管理事務所

４ 組織体制図

名 称 郵便番号 所 在 地 電話番号

農林水産部農村整備計画課 ８７０―８５０１ 大分市大手町３―１―１（大分県庁舎本館９階） ０９７―５３６―１１１１

〃 農村基盤整備課 〃 〃 〃

東部振興局農林基盤部 ８７３―０５０４ 国東市国東町安国寺７８６―１（国東総合庁舎内） ０９７８―７２―１２１５

東部振興局日出水利耕地事務所 ８７９―１５０６ 速見郡日出町字仁王山３５３１―２４（日出総合庁舎内） ０９７７―７２―２０１８

中部振興局農林基盤部 ８７０―００２１ 大分市府内町３―１０―１（大分県庁舎別館） ０９７―５０６―５７４３

南部振興局農林基盤部 ８７６―０８１３ 佐伯市長島町１―２―１（佐伯総合庁舎内） ０９７２―２２―１１０２

豊肥振興局農林基盤部 ８７８―００１３ 竹田市大字竹田字山手１５０１―２（竹田総合庁舎内） ０９７４―６３―１１７５

豊肥振興局豊後大野水利耕地事務所 ８７９―７１３１ 豊後大野市三重町市場１１２３（豊後大野総合庁舎内） ０９７４―２２―０２０２

豊肥振興局大野川上流開発事業事務所 ８７９―６１１５ 竹田市荻町馬場４２６―１ ０９７４―６８―２７２３

西部振興局農林基盤部 ８７７―０００４ 日田市城町１―１―１０（日田総合庁舎内） ０９７３―２３―２２０８

北部振興局農林基盤部 ８７９―０４５４ 宇佐市大字法鏡寺２３５―１（宇佐総合庁舎内） ０９７８―３２―０１４９

水土里ネット大分（大分県土地改良事業団体連合会） ８７０―００４５ 大分市城崎町２―２―２５ ０９７―５３６―６６３１
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おおいた農山漁村活性化戦略2005

ものづくりⅠ.「The・おおいた」ブランド確立に向けた商品（もの）づくり

ひとづくりⅡ.次代を担う力強い経営体づくり

１　安全・安心な商品づくり １ 安心・安全な商品づくり

２　多様な流通に対応した新たな展開 １ 流通の多チャンネル化による市場競争力の強化
２ 地産地消の推進

３　大分の顔となる品目づくり
１ 米・麦・大豆 ２ 園芸
３ 畜産 ４ 特用農林産
５ 県産材 ６ 水産物

１　力強い経営体づくり
１ 中核的な経営体の育成
２ 地域の組織的担い手の育成
３ 新たな経営体の確保・育成

Ⅳ.地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出

１　付加価値を高める農林水産業の新たな展開
１ 産業・地域間の多様な連携による６次産業化の推進
２ 再生可能エネルギー等の利活用
３ 農山漁村と都市との共生

むらづくりⅢ.効率的で持続性のある生産基盤・環境づくり

１ 力強い経営体を育成する基盤整備の推進
２ 地域ぐるみの協働活動による農村資源の保全
３ 森林が持つ公益的機能の持続的な発揮
４ 木材生産力の強化
５ 資源管理の強化と新たな地域・魚種での養殖業の展開
６ 水域環境の保全・再生

２　支援システムの強化
１ 高度技術の開発と生産現場への技術支援
２ 関係団体の機能強化
３ 経営安定対策の充実

２　定住・生活環境の整備
１ 農山漁村の快適な生活環境づくり
２ 鳥獣害対策の強化
３ 災害に強い農山漁村づくり

１　効率的で持続性のある生産体
制の確立と多面的機能の発揮

Ⅲ「おおいた農山漁村活性化戦略２００５」と「おおいた農
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おおいた農業農村整備推進プラン

Ⅰ.「The・おおいた」ブランドの確立と力強い経営体づくりを支える生産基盤の整備

Ⅱ.効率的で持続性のある農業を支える農業水利施設の適正な維持保全

１　ブランド化に向けた産地づくりのための基盤整備

２　耕地利用率の向上と農地集積にむけた基盤整備

３　低コスト生産体制の確立に向けた基盤整備

１　快適で安心して暮らせる生活環境の整備

２　農村の協働力による農村資源の適切な保全管理

２　防災体制の強化と災害等の緊急時の迅速な対応

３　農業水利施設を活用した小水力発電等の推進

３　適切な水利権の更新

１　農業水利施設の適時・的確な更新整備

Ⅳ.安全・安心な農村づくりにむけた防災・減災対策

「
も
の
づ
く
り
」「
ひ
と
づ
く
り
」を
支
え
る
基
盤
整
備

１　安全に暮らせる農村の防災対策

Ⅲ.快適な農村空間の創造と豊かな地域資源の保全活用

２　土地改良区の役割と経営基盤の強化

業農村整備推進プラン」との施策体系図

9平成24年度 おおいたの農業農村整備



対象事業

給水バルブ

洗浄時給水孔 地下給水孔

１ 「The・おおいた」ブランドの確立と力強い経営体づくりを支える
生産基盤の整備
１）ブランド化に向けた産地づくりのための基盤整備
２）耕地利用率の向上と農地集積に向けた基盤整備
３）低コスト生産体制の確立に向けた基盤整備

現状と課題
これまでに基盤整備を実施した地区においては、「The・おおいた」ブランドである園芸戦略品目等の生産拡

大が図られるなど、基盤整備を契機とした産地づくりが進められています。地域の担い手の規模拡大や新規就農
者の確保育成には、「人・農地プラン」の策定が重要になるため、水土里情報システムを活用する市町村等を支
援していきます。
県下の水田のほ場整備済み面積は平成２３年度末で２８，１０８ha で農振農用地面積に対して７３．３％となりました。
しかし、高齢化や担い手不足が進み、耕作放棄地は増加傾向にあります。
一方で、畑地帯は県内各地に散在しているため、一律な整備ではなく、地域ごとの対応が必要です。

事業の実施内容
「The・おおいた」ブランドの産地づくりのため、流通販売戦略やブランド戦略と一体となった基盤整備を進
めます。また、事業の推進に当たっては、基盤整備（ハード）と地域の取組支援（ソフト）の一体的活動が必要
です。
将来にわたる優良農地の維持・保全のため、地域農業の実態を勘案し、担い手への農地集積や低コスト生産体

制の早期導入を図り、耕地利用率の向上を推進します。
水田を中心とする土地利用型農業では、担い手への農地集積の促進と地下水位制御システムや法面緑化等の低

コスト生産体制の確立を図ります。さらに、麦、大豆等の定着・拡大による耕地利用率向上を図るためにも、積
極的に排水対策を行います。
畑地においては、多様な作物の導入を可能にするため、畑地かんがい施設整備を中心に、地域の実情に応じた

段階的な整備を図ります。

経営体育成基盤整備事業、耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業、畑地帯総合整備事業、中山
間地域総合整備事業、集落基盤整備事業、農業体質強化基盤整備促進事業

事業の成果
・Ｈ２３年度中に行ったほ場整備面積は３１ha でした。
・排水対策実施面積は６６．５ha でした。
・低コスト基盤整備事業実施方針を作成しました。
（平成２３年度実施地区）
●経営体育成基盤整備事業

朝日地区（日田市）ほか ４地区
●耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業

米納地区（竹田市）ほか ４地区
●中山間地域総合整備事業

荻地区（竹田市）ほか １８地区
●集落基盤整備事業

諸田・定留地区（中津市）ほか ４地区

Ⅳ 平成２３年度
農業農村整備の実施内容

地下水位制御システムの概念図

耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業 米納地区
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特色ある事例紹介

事業地区の概要
姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

荻地区

ＪＡトマト部会
（平均）

平成14年（竹田市荻町北原団地）

実証ほ場
（自動かん水）

9,052kg/10a
（100%）

11,342kg/10a
（125%）
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：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

地区の紹介
●地勢及び社会経済条件

久住及び祖母傾山系に源をなす「一級河川大野川」の最上流に位置し、阿蘇外輪山の東麓に広がる標
高４５０～７００mの台地に広がる県下有数の農業地帯です。
●地区の状況
年平均気温１４℃と準高冷地の気候を活かした、夏秋トマトや露地野菜の栽培が盛んな地域です。基盤
整備はほぼ完了していますが、水田の水不足はもとより、台地の畑地帯では、雨まかせの不安定な営農
が行われています。
●事業目的及び効果
現在、国営農業水利事業で整備中の大蘇ダムの水を県営中山間地域総合整備事業で県下随一の畑作地

帯に導くためのパイプライン工事により、安定的な水の供給を図ります。

ブランド化に向けた産地づくりのための基盤整備

以前は、開水路からの水を使っており、時には、濁り水や断水に悩まされま
したが、畑かんパイプラインのキレイな水（大蘇ダム）を使えるようになり、
散水チューブ・フィルターの目詰まりや、トマトの病気の心配もなくなりまし
た。水圧不足を補うためのポンプの電気代もかからなくなり経費節減にもなっ
ています。 荻地区野菜農家 原 眞治さん

●事 業 名 ： 中山間地域総合整備事業
●地 区 名 ： 荻地区（竹田市）
●受 益 面 積 ： ７５７ha（水田２６０ha、畑４９７ha）
●工 期 ： H１２～H２９（予定）
●総 事 業 費 ： ４，６６２百万円
●土 地 改 良 区 等 ： 荻柏原土地改良区

荻西部土地改良区
●農業経営のタイプ ： 個別経営＋組織経営

全国の夏秋トマトの生産量（単位：t）
１ 北海道 ４０，３００
２ 茨城 ２５，２００
３ 熊本 ２４，１００
４ 千葉 １７，３００
５ 岐阜 １５，５００
６ 青森 １５，１００

６ 福島 １５，１００
８ 長野 １４，３００
９ 群馬 ８，５００
１０ 岩手 ７，４５０
１１ 栃木 ６，７１０
１２ 大分 ６，５１０

ト
マ
ト
増
産
に
向
け
た

取
り
組
み

※平成２３年 農林水産省作況調査（野菜）

新
た
な
取
り
組
み

平成２２年度から開塾したとまと学
校から３人の卒業生が誕生し、３人
で荻地区内に「夢高原とまと」を
設立して就農しました。
とまと学校には、新たに３人が入
校し、新たな担い手として研修を
始めました。

夢高原とまと ３人の卒業生と理事長（右） とまと学校 新たな３人の研修生
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特色ある事例紹介

事業地区の概要
姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市
安心院地区

地区の紹介
●地勢及び社会経済条件

当地区は、宇佐市南東部に位置し安心院盆地、新貝川、津房川、深見川流域に展開する標高９０ｍ～
２５０mの中山間地域の水田地帯です。また県内最大のぶどう生産団地でもあり、観光農園やグリーン
ツーリズムを推進しています。
●地区の営農状況
昭和６０年～平成１７年に県営ほ場整備事業「新貝川、安心院北部、深見南部」により整備を行った地域

ですが、地下水位が高く湿田となっているほ場があり、地域農業を担う集落営農組織への集積、転作等
に支障が出ています。また、米・麦・大豆を中心とした土地利用型農業を推進しておりますが、農業従
事者の高齢化・兼業農家の増加等で担い手の確保・育成が遅れているとともに、農地の流動化が進ま
ず、経営規模の拡大が十分に図られていません。排水不良田は営農組織の集積面積から取り残され、担
い手への農地の面的集積や集落営農組織の育成（法人化）に支障をきたしています。
●事業目的及び効果
排水不良田では湿害により麦・大豆の

成育が阻害されていましたが、暗渠排水
を施工することにより、乾田化が促進さ
れ、麦・大豆の品質の向上と反収の増加
が見込まれます。
稲作においても、乾田化されたことで

農業機械の作業性が向上しています。ま
た、事業を契機に農業生産法人が設立さ
れるとともに、地域の集落営農組織等
（５団体）に、１１．４ha の面的利用集積
が増加しました。

耕地利用率の向上と農地集積に向けた基盤整備

排水対策前は湿田が多いため麦作には適さない土地でしたが、シートパイプ
を用いた排水対策によって湿田を乾田化することができ、麦の生育段階から効
果も見られ、品質も以前に比べて向上し、収穫も確実に増加しています。

上市営農組合 組合長 河野 邦彦さん（右） 衛藤 正比児さん（左）

●事 業 名 ： 経営体育成基盤整備事業
●地 区 名 ： 安心院地区（宇佐市）
●受 益 面 積 ： ４１．７ha
●工 期 ： H２１～H２４
●総 事 業 費 ： １１１百万円
●土 地 改 良 区 等 ： 安心院土地改良区
●農業経営のタイプ ： 集落営農組織（特定農業団体）

面的集積面積 面的集積率
事業実施前（H２０） ２３．３ha ５６％
事業実施後（H２４） ３８．３ha ９２％
増減 １５．０ha ３６％

Ⅳ 平成２３年度 農業農村整備の実施内容

集積計画図
事業実施前（H２０現況） 事業実施後（H２４計画）
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特色ある事例紹介

事業地区の概要
姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

大明地区

地区の紹介
●地勢及び地区の状況

この地域は、大肥川に沿って谷あいに細長く水田が広がり、１枚が約８a程度と狭小のうえ不整形で、
１戸当たりの平均面積も４０aと小さく、効率的な営農の推進が困難でした。
●事業目的及び効果
近年、農村においては、高齢化や担い手不足等により多くの課題が生じています。よって、さらなる

農業生産コストの低減に向けては、現状、水管理に要する経費が突出していることから、いかにして水
管理の省力化を図っていくかが重要な課題です。このため、担い手への農地集積とともに、水管理の省
力化に向けて、用水と排水の機能を併せ持ち地下水位を作物の生育状況に適した水位に自在に調整でき
る「地下水位制御システム」を導入し、低コスト生産体制の確立と、もうかる農業の実現のため新たな
取り組みを行っています。

低コスト生産体制の確立に向けた基盤整備

水田農業確立のため、米以外の大豆・麦類など畑作物の生産拡大をするためには排水
対策が不可欠です。シートパイプによる乾田化効果も十分期待できますが、さらに地下
水位制御システム「フォアス」による土壌水分調節は作物の生育に応じた水位管理がで
き、一層の増収効果が期待されます。

大肥郷ふるさと農業振興会 参事 佐谷野 利幸さん

●事 業 名 ： 炭素貯留関連基盤整備実験事業
●地 区 名 ： 大明地区（日田市）
●受 益 面 積 ： ６．７ha
●工 期 ： H２２～H２３
●総 事 業 費 ： ３５百万円
●土 地 改 良 区 等 ： 大肥郷ふるさと農業振興会
●農業経営のタイプ ： 組織経営＋個別経営展開型

これまでの取り組み状況
（農地の集団化と大区画） 新たな取り組み（水管理の省力化）

区画規模別面積割合 フォアスカッターに
よる補助暗渠

幹線パイプと疎水材
の同時施工

大豆の収穫量
２１．３kg/a（H２３）

13平成24年度 おおいたの農業農村整備



対象事業

○ 従来の対応

深刻な機能低下 再建設

○ 予防保全的な対応

既存施設の調査 表面被覆材による補修

２ 効率的で持続性のある農業を支える農業水利施設の適正な維持保全
１）農業水利施設の適時・的確な整備更新
２）土地改良区の役割と経営基盤の強化
３）適切な水利権の更新

現状と課題
農業用水を安定供給するための農業水利施設（ダム、頭首工、水路、揚排水機場等）の多くが更新時期を迎え

ており、老朽化が急速に進行しています。基幹的水路については４５％が、揚排水機場については８２％が標準的な
耐用年数を超過しています。
このような状況の中、施設を管理する土地改良区においても、農家人口の減少や高齢化等により、日常の維持

管理や適切な補修・更新が困難になりつつあり、老朽化の進行による機能低下や突発事故が増加しています。

事業の実施内容
農業水利施設の深刻な機能低下を未然に防止し、機能を適切かつ効率的に発揮させるため、ストックマネジメ

ントを導入し、機能診断を行い、機能保全計画の策定を進めます。整備更新に当たっては、機能保全計画を基本
に施設の緊急度・重要度等に応じて適切な時期に的確な工法で、補修・補強等の予防保全対策工事を行い、施設
の長寿命化を図り、ライフサイクルコストの低減を目指します。
また、施設の維持管理を中心的な役割で担う土地改良区においては、合併による経営基盤の強化を図り、将来

にわたる適切な維持管理を実現します。

かんがい排水事業、基幹水利施設ストックマネジメント事業
地域農業水利施設ストックマネジメント事業 など

事業の成果
・基幹水利施設のうち、７５％で機能保全計画を策定し、
機能保全計画に基づき、対策工事を実施しました。

（平成２３年度実施地区）
●基幹水利施設ストックマネジメント事業

神崎地区（大分市）ほか １０地区

●かんがい排水事業
筒口新井路地区（由布市）ほか １地区

●地域農業水利施設ストックマネジメント事業
三光西部地区（中津市）ほか ３地区

Ⅳ 平成２３年度 農業農村整備の実施内容

平成２３年度実施地区

整備前

整備後

かんがい排水事業：筒口新井路地区
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特色ある事例紹介

事業地区の概要
姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

荒瀬地区

地区の紹介
●地勢及び社会経済条件

本地区は、大分県北部に位置し、福岡県境を流れる山国川の右岸に沿った中津市三光（旧下毛郡三光
村）の平坦部と中津市東部（旧中津市）の水田地帯で南西より北東に扇状型に展開した中津平野の一角
をなす地域です。
●地区の営農状況
受益地は、県営ほ場整備事業佐知地区（S４３～S４７）等により、基盤整備が行われています。水稲が中
心ですが、一部では小麦や大豆等も作付けされています。
●事業目的及び効果
本水路は、昭和２７年～昭和３２年と昭和４１年に県営かんがい排水事業で整備された施設です。築後４０～

５０年が経過し、都市化等流域開発が進み、地域を取り巻く環境が大きく変化しています。そのため、排
水流入量の増加等により、水路断面が不足し、下流域では、溢水による湛水被害が発生し、農作物等に
多大な被害を及ぼしている状況があります。また、用水路は経年変化により機能の低下が著しく、農作
物の水管理等にも支障をきたしている状況です。よって本事業により水路施設の更新をすることで、用
水の安定的な供給を可能とし、維持管理の効率化と農業生産性の向上を図ります。

農業水利施設の適時・的確な整備更新

土地改良区として用水を安定供給するために、老朽化した水路の整備をしなければな
らないが、その反面、大雨に対して頭首工の取水口を全閉しても道路等の雨水の流れ込
みで、下流域が水路からあふれる状況になりますので、本事業が完成することで排水対
策に大いに役立つことだと思います。

荒瀬井堰土地改良区 事務局長 神崎 弘美さん

●事 業 名 ： かんがい排水事業
●地 区 名 ： 荒瀬地区（中津市）
●受 益 面 積 ： ３８８．０ha
●工 期 ： H２０～H２４
●総 事 業 費 ： ４１９百万円
●施 設 管 理 者 ： 荒瀬井堰土地改良区

水
路
の
整
備
状
況

整備前 整備前

整備後 整備後
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対象事業

集落道と農道の一体的な整備 保全活動

３ 快適な農村空間の創造と豊かな地域資源の保全活用
１）快適で安心して暮らせる生活環境の整備
２）農村の協働力による農村資源の適切な保全管理
３）農業水利施設を活用した小水力発電等の推進

現状と課題
本県の農地は７割が中山間地域に位置しています。中山間地域の住民が快適で安心して暮らすために必要な道
路等の生活環境施設や防火水槽等の防災安全施設の整備を着実に進めています。しかしながら、生活環境の改善
が必要な集落は依然として残されています。
また、中山間地域の農地は、過疎化・高齢化の進行とともに、地形条件の厳しさも加わり農作業に多大な労力

が必要であることから、今後、耕作放棄地の増加が懸念されています。耕作放棄地が拡大することで、農業・農
村の有する水源かん養等多面的機能が十分に発揮できず、降雨時に洪水や土砂の流出等が発生し、県土や環境の
保全に多大な影響を及ぼすことが懸念されます。
さらに、中山間地域を含め県内には多くの農業水利施設があり、その施設を活用した小水力発電を設置し、土

地改良施設の維持管理費に充当し、土地改良区および農家負担の軽減を図っています。

事業の実施内容
①快適で安心して暮らせる生活環境の整備
農業生産基盤と生活環境の整備を一体的・総合的に実施することにより、農業生産性の向上を図りつつ、農

村の快適な生活環境と定住条件を確保します。
○農業集落道、営農飲雑用水施設、農業集落排水施設、活性化施設 など。

②農村の協働力による農村資源の適切な保全管理
非農家を含めた地域ぐるみでの農地や農業水利施設等を保全管理するため、市町村と５年間の協定を結んだ
活動組織の共同活動に対して、取組面積に応じた交付金が交付されます。
○共同活動（農地・水路等の基礎的な保全管理活動、農村環境の保全活動 など）
○向上活動（施設の長寿命化のための活動 など）

③農業水利施設を活用した小水力発電の推進
「農業水利施設を活用した小水力発電の推進方針（平成２３年３月）」に基づき、ステップ毎に、市町村、土地

改良区と協議を行い、経済性や技術性を十分検討した上で進めます。

・中山間地域総合整備事業、農村振興総合整備事業
・農地・水・環境保全向上対策
・農業水利施設利用小水力発電導入促進事業、地域用水環境整備事業 など

事業の成果

（平成２３年度実施地区）
●中山間地域総合整備事業 ●農村振興総合整備事業
・大野東部地区（豊後大野市）ほか１８地区 ・臼杵地区（臼杵市）ほか４地区
●農地・水・環境保全向上対策 ●地域用水環境整備事業
・４９３組織 １５，７６７ha ・大野原地区ほか３地区

Ⅳ 平成２３年度 農業農村整備の実施内容
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特色ある事例紹介

事業地区の概要
姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

大野東部地区

地区の紹介
●地勢及び社会経済条件

本地区は、大分県南西部の大野川中流域に位置し、周囲を山岳で囲まれた盆地状の地形を成していま
す。また、起伏に富んだ複雑な地形の間を大小の河川が流れ、大野川へと合流しています。豊かな水利
と地形を活かした多様な農業が営まれ、県内屈指の農業地帯となっています。
●地区の状況
鬼塚中央集落道は、隣接する農地への耕作や農産物の運搬などに利用されているほか、集落内を周回

する生活道路も兼ねています。しかし、幅員が２～３mと狭く急なカーブも多いため、大型車両はもと
より緊急車両の進入もできない状況でした。
●事業目的及び効果
道路幅員を４．５ｍに拡幅整備することにより、農作業効率の向上や日常生活での利便性の向上を図る
とともに、大型車両や緊急車両の進入を可能にすることで、防災上の観点からも安心して暮らせる地域
を創設し、生活環境の改善を図ります。

快適で安心して暮らせる生活環境の整備

区民の永年の悲願でした「鬼塚中央集落道」が、見事に拡幅・改修できました
ことを区民一同心から喜んでおります。本事業に関係した皆さまに深く感謝いた
します。本事業の完工により、学童の安全な通学や緊急車両の円滑な通行及び農
家の皆さんの生産意欲の高揚など、今後に限りない可能性を与えていただきまし
た。鬼塚区は、本事業を基盤に「安全で安心した生活」を推進するとともに「魅
力ある・住み良いおにづか」を創造してまいりたいと考えております。

鬼塚区長 松添 幸司さん

●事 業 名 ： 中山間地域総合整備事業
●地 区 名 ： 大野東部地区（豊後大野市）
●受 益 面 積 ： ２２８．０ha
●工 期 ： H２０～H２５
●総 事 業 費 ： １，２１６百万円
●農業経営のタイプ ： 個別経営展開型

整備前 整備後

17平成24年度 おおいたの農業農村整備



特色ある事例紹介

事業地区の概要
姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市

臼杵市臼杵市豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

野津地区

地区の紹介
●地勢及び社会経済条件

本地域は、標高１００～２００mの丘陵状の畑作地帯となっており、地域の中央部を東西に野津川、東端
を臼杵川、西端を三重川がそれぞれ北流しています。
総面積は１３９．１９㎢で、東西に１４．３㎞，南北に１５３㎞の地域で阿蘇山火砕流の堆積物による台地が生成

されています。
●地区の状況
本地域においては、南部を中心にイノシシ・シカによる農業被害が年々増加傾向となっている状況

で、近年、サルの農作物被害も急速に拡大しています。現在、これらに対して各農家が独自に簡易防護
柵を設け対処し、被害を最小限に留めているものの、設置労力、維持管理労力が甚大で、各地域ともに
高齢化により、営農意欲の衰退に繋がっている状況であり、抜本的な対策が望まれています。
●事業目的及び効果
本事業により、柵高（H＝１．８m）で集落全体を囲うことで、イノシシ・シカ・サルとの棲み分けを
行うことが可能となり、獣害被害の軽減に繋がっています。また、被害が無くなる事でこれまで栽培が
出来なかった露地物野菜の作付転換が促進され、農業生産性の向上が期待されます。
整備された柵については、集落全体による適正な維持管理を行う必要があるため、今後、集落営農組

織の検討を行っていきます。

快適で安心して暮らせる生活環境の整備

以前は、電柵やトタンなどでイノシシやシカからの被害を防いでいた。しかし、毎年
ように被害に遭い、だんだんと営農意欲も薄れ、一時は農業をやめようと思った時期も
ありました。
しかし、事業により獣害防止柵を整備して以来、被害はなくなり、今まで獣害柵の設
置や補修に当てていた時間を利用して、新たにショウガやニンニクなどの栽培に取り組
むこともでき、大変感謝しています。 南田中地区農業者 原田 和幸さん

●事 業 名 ： 農村振興総合整備事業
●地 区 名 ： 野津地区（臼杵市）
●受 益 面 積 ： ５１４．０ha
●工 期 ： Ｈ１８～Ｈ２７
●総 事 業 費 ： ２，１９３百万円
●農業経営のタイプ ： 個別経営展開型

Ⅳ 平成２３年度 農業農村整備の実施内容

野
津
地
域
の
整
備
状
況

被害状況（整備前） 整備された柵

18 平成24年度 おおいたの農業農村整備



特色ある事例紹介

姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

対
象
資
源

対
象
資
源

農村の協働力による農村資源の適切な保全管理
広報・啓発活動部門 片原津区農村環境保全会議
日出町：環境を考える子どもたちの未来へ

教育機関との連携部門 玖珠町環境保全組合
玖珠町：住民が守るきらめく水を未来へ

子どもたちとともに
農業体験を通じ農村環境を保全
増える休耕田の復元に取り組んで

います。
地域や地域外の子どもたちに田植
えや稲刈り等の農作業体験をさせる
ことで、世代を超えた交流が始まっています。
稲作体験ではAPU立命館アジア太平洋大学の留学生を交えた
餅つきを行うことから、国際交流に発展しています。
さらには、子どもたちが自ら考え作った環境を守る看板を地域
の各所に設置したことで、子どもたちに環境を守る意識が高まっ
ています。

自分たちの水路としての
意識の芽生え

農業用水を管理する専門家が中心
となり、水路の保全を柱とした取り
組みを行っています。
婦人会や地域住民が一体となり、
農道に花を植えたり、耕作放棄地を利用して、小学生と一緒にソ
バを栽培する等、地域ぐるみの活動を展開しています。
この制度を活用することで、水路の泥上げ等の作業が地域住民
の参加により出来るようになりました。
これにより、農家以外の人も水路の作業に携わることで、「自

分たちの水路」という
意識が芽生えていま
す。

●農 地 ： 水田 ２２．４ha
●農業用施設 ： 用排水路 ８．５km

： 農道 ６．２km

●農 地 ： 水田 ３１４．１ha
●農業用施設 ： 用排水路 １６３．４km

： 農道 ８９．２km
： ため池 ５ヶ所
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対象事業

法面侵食状況

堤体からの水漏れ状況

４ 安全・安心な農村づくりに向けた防災・減災対策
１）安全に暮らせる農村の防災対策
２）防災体制の強化と災害等緊急時の迅速な対応

現状と課題
県内には、ため池が２，２４８箇所あり、明治以前に築造されたものが９割を占めています。これらは、老朽化によ

る法面の侵食や漏水および堤体の脆弱化等が見られ、決壊の恐れのある危険なため池が増えています。東日本大
震災においても、ため池の損壊や堤体の決壊が発生しており、この様な災害が発生した場合の被害は、甚大なも
のとなります。このため本県では、ため池の規模や下流域の状況を総合的に判断し、危険な状況とされるため池
が５８０箇所あることから、計画的に改修を行う必要があります。
また、地すべり活動による農地等の被害の防止や国土保全のために、県内では地すべり防止法による農地地す

べり防止指定区域を９区域３９０ha 指定し、対策工事を行っています。
このように近年の自然災害の頻発化に対して、災害を未然に防止または被害の軽減を図るため、ハード・ソフ
ト一体となった総合的な対策が必要となっています。

事業の実施内容
老朽化等による早急な整備が必要なため池や用排水施設等のハード整備を行ないます。併せて、ハザードマッ

プの作成等のソフト対策を行うことにより、災害の未然防止または被害の最小化を図り、地域の防災安全度の向
上に貢献します。

防災ダム事業、ため池等整備事業、農業用河川工作物応急対策事業、湛水防除事業、地すべり対
策事業、海岸保全事業、地震対策ため池緊急整備事業

事業の成果
平成２３年度は、ため池等整備事業に７地区、地すべり対策事業に２地区などに新規に着手しました。これによ

り、農村地域の安全・安心に寄与しています。
（平成２３年度実施地区）
●防災ダム事業
広瀬大池地区（杵築市）ほか６地区

●ため池等整備事業
折戸地区（豊後大野市）ほか１５地区

●農業用河川工作物応急対策事業
馬代地区（臼杵市）ほか５地区

●湛水防除事業
干拓第２地区（豊後高田市）

●地すべり対策事業
花合野第１地区（由布市）ほか６地区

●海岸保全事業
西国東地区（豊後高田市）ほか７地区

●地震対策ため池緊急整備事業
今市地区（国東市）ほか２地区

Ⅳ 平成２３年度 農業農村整備の実施内容

防災ダム事業：広瀬大池地区
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特色ある事例紹介

事業地区の概要
姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

広瀬大池地区

地区の紹介
●地勢及び社会経済条件

本地区は、杵築市山香町の中部に位置する水田１２．７ha を受益とする農業用ため池です。
水田農業には安定した水資源の確保が不可欠であり、県内の大部分は急峻な地形を持つ中山間地域で

あるため、本地区同様、古来より多くの農業用ため池の構築がなされてきています。
●地区の状況
水稲を主とする水田地域です。

●事業目的及び効果
本地区は前法面の侵食に加え陥没、パイピングを生じており、堤体の老朽化・脆弱化が進行し、大規

模な地震、豪雨等が発生した場合、決壊する危険性が非常に高かったため、今回改修を行い下流域の地
域住民の人命、農業被害・公共被害を未然に防止するとともに安定した農業所得の向上、地域の発展を
図ることを目的としています。

安全に暮らせる農村の防災対策

昭和５１年の大水害以降、大雨時にはため池が決壊しないか心配で眠れませんで
した。下流には我々の住宅の他、国道１０号や日豊本線があるため、気が気でな
かったので、すぐに改修をしたかったのですが、負担金等の問題があり、３度の
災害復旧事業にて凌いできました。
今回の改修により、そのような心配もなくなり、さらに取水施設が鋼製のゲー
トになったことにより、操作が格段に良くなり営農の面でも大いに助かっており
ます。今後の安定した農業用水に期待し、益々営農に励みたいと思います。

広瀬大池水利組合 組合長 芹川 俊夫さん

●事 業 名 ： 防災ダム事業
（地震対策ため池：小規模）

●地 区 名 ： 広瀬大池地区（杵築市）
●受 益 面 積 ： １２．７ha
●工 期 ： H２１～H２３
●総 事 業 費 ： ８２百万円
●土 地 改 良 区 等 ： 広瀬大池水利組合

整備前

整備後
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Ⅴ

中長期的な農業・農村の将来を見据えるとともに、農業・農村を取り巻く情勢の変化に対応した基盤整備事業
を実施するための行動計画となる新たな農業農村整備長期計画「おおいた農業農村整備推進プラン」を平成２４年
３月に策定しました。
本計画では、４つの基本方針に基づき農業・農村の整備を計画的、体系的に

展開し、農村資源の持っている機能をさらに向上させ、その効果が将来にわ
たって十分に発揮されることにより、本県の農業・農村の振興が図られるよ
う、「もうかる農業の実現」と「環境に配慮した」、「元気で魅力あふれる農業
農村の実現」を目指すこととしています。
〈基本方針〉
Ⅰ．「The・おおいた」ブランドの確立と力強い経営体づくりを支える生
産基盤の整備

Ⅱ．効率的で持続性のある農業を支える農業水利施設の適正な維持保全
Ⅲ．快適な農村空間の創造と豊かな地域資源の保全活用
Ⅳ．安全・安心な農村づくりに向けた防災・減災対策

平成２３年１１月６日、「次世代へ残そう大分の水土里」をキャッチフレーズに、「第５回大分水土里フェスティバル」
を大分市内のショッピングセンターで開催しました。
会場では、「大分の農業・農村写真コンテスト」「ふるさとの田んぼと

水・子ども絵画展」「農地・水・環境保全向上対策優良組織」の表彰式、
写真コンテストおよび絵画展の入賞作品、農地・水・環境保全活動事例
パネル、農業水利施設の写真や小水力発電の模型等を展示し、農業・農
村の地域資源保全の重要性を広く県民へ PRしました。
この他、ステージイベントとして、子ども神楽や高校生による書道パ

フォーマンス等が行われました。

平成２３年１２月１９日、「平成２３年度 大分県農業農村整備事業優良事例
発表会」を県庁で開催し、県、市町村、県土連、土地改良区等から約１６０
名が出席しました。
本発表会は、これまで県内各地で実施してきた農業農村整備事業によ

る、地域農業振興への効果や営農部門との連携について紹介し、今後の
事業推進に活かしていくことを目的としています。
今年度の発表会では、「基盤整備を契機とした集落営農の取組」「水田

の排水対策を契機とした地域の活性化」等、１０地区の優良事例が発表さ
れました。

農業農村整備トピックス
「おおいた農業農村整備推進プラン」策定

「第５回 大分水土里フェスティバル」開催

「農業農村整備事業優良事例発表会」開催

１

２

３
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平成２３年１０月１１日、中国やマレーシア、パキスタンなど７カ国１１
名が来県し、農業水利施設を活用した小水力発電の取組事例につい
て研修を受けました。本研修は、国際協力機構（JICA）主催によ
る「低炭素化のための環境技術」をテーマにした受け入れ事業の一
環で行われました。各国の担当者は「大分県における農業水利施設
を活用した小水力発電の推進方針」の説明を受けた後、広瀬勝貞知
事を表敬訪問し、大分県の再生可能エネルギーに関する取組につい
て話を聞きました。
午後からは、城原井路発電所の現地視察をし、施設を管理する城

原井路土地改良区の本田理事長から施設導入のメリットや施設管理について説明を受けました。

平成２３年３月２７日、全国土地改良事業団体連合会の第５３回全国土地改良功労者表彰で最高賞農林水産大臣表彰
を受賞しました。
〈大野町土地改良区 佐伯和光理事長コメント〉
土地改良区を取り巻く農業・農村環境は年々厳しさを増す中、過去先

人の方々が時間をかけ築き上げてきた土地改良施設で一部老朽化が始
まっています。施設の長寿命化に向けた各種更新事業に取り組んでいま
すが、諸条件の悪い一部の農地で遊休・荒廃地が発生しています。施設
の維持管理のみならず、今後、農業全般にわたり、地域の関係団体と連
携を取りながら、地域内農地の有効活用を行ってまいります。合わせ
て、農村環境の向上に努め、次世代へと続く、実践活動を展開して参り
たいと考えています。

平成２３年度において、小中学生等を対象とした現場見学会を県内各地
で計９回開催しました。これは地域を担う子どもたちを対象に、ため池
や水路等の農業用施設の働きや農業農村整備事業の現場を見て興味を
持ってもらうために行っているものです。
写真は、平成２４年１月に竹田市において土地改良区と合同で基盤整備

事業の現場にて行われたもので、子どもたちは測量機械に興味津々で、
工事現場を身近に感じてもらえました。

大野町土地改良区の概要
受益面積：１，０９８ha（田３４３ha、畑７５５ha）
組合員数：１，３２５名 職 員 数：３名
管理施設：ダム１カ所、パイプライン（幹線）約３５㎞、（支線）約２００㎞、揚水加圧機場４カ所、小水力発電所１カ所

JICA主催「小水力発電技術研修」開催

大野町土地改良区 農林水産大臣表彰受賞

教育機関との連携による現場見学会開催

４

５

６
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Ⅵ
１ 「The・おおいた」ブランドの確立と力強い経営体づくりを支える
生産基盤の整備
１）ブランド化に向けた産地づくりのための基盤整備
・「The・おおいた」ブランドの産地づくりに向けて、営農部門と連携し、基盤整備を推進します。
・耕作放棄地を解消し、担い手の規模拡大と新たな担い手の確保に向けて基盤整備を図ります。

２）耕地利用率の向上と農地集積に向けた基盤整備
・麦・大豆の生産拡大及び新規作物導入に向け、水田の排水対策を４３ha で進めます。
・排水対策を契機に耕地利用率の向上と農地の面的集積を図ります。
・担い手への農地集積の促進に向け、水土里情報システムを活用する市町村等を支援します。

３）低コスト生産体制の確立に向けた基盤整備
・生産コストの低減に向け、ほ場の大区画化等を進めます。
・水管理の省力化に向け、地下水位制御システムの導入や用水路のパイプライン化等を推進します。
・草刈り作業の労務軽減に向け、畦畔等法面緑化工法等の導入を進めます。

２ 効率的で持続性のある農業を支える農業水利施設の適正な維持保全
１）農業水利施設の適時・的確な整備更新
・ストックマネジメントを導入し、施設の長寿命化によるライフサイクルコストの低減を図ります。
・農業用ダム、頭首工等を適正に維持管理し、安定的な農業用水の確保を図ります。
・安定した農業用水の供給を図るため、水田の用水路及び畑のかんがい施設を整備します。

２）土地改良区の役割と経営基盤の強化
・土地改良区の合併により経営基盤の強化を図り、将来にわたる適切な施設管理を実現します。
・土地改良施設の適切な維持保全のため、地域協働による取り組みを支援します。

３）適切な水利権の更新
・許可期限を迎える県所有の水利権を計画的に更新します。
・農業水利施設を管理する土地改良区が行う水利権の更新を支援します。

３ 快適な農村空間の創造と豊かな地域資源の保全活用
１）快適で安心して暮らせる生活環境の整備
・生活の利便性、快適性の向上を図るため、生活環境の整備を実施します。
・里地里山の多様な環境や生物多様性に配慮した整備を行います。
・安心して生活し、農業生産活動に取り組めるよう鳥獣害対策を実施します。

２）農村の協働力による農村資源の適切な保全管理
・農村の協働力により農村資源を保全管理し、農業・農村の有する多面的機能の持続的な発揮を図ります。
・「おおいたの棚田」の維持保全のため、棚田サポートクラブを募集し、多様な主体による保全活動を
支援します。

３）農業水利施設を活用した小水力発電等の推進
・農業水利施設を活用した小水力発電導入に向け、４地区で詳細調査を行います。
・新たに小水力発電の適地調査を行います。

４ 安全・安心な農村づくりに向けた防災・減災対策
１）安全に暮らせる農村の防災対策
・農地の保全と安全・安心な生活環境を確保するため、ため池や海岸堤防の改修、低地における湛水被
害の防止対策、地すべりの防止対策を進めます。

２）防災体制の強化と災害等の緊急時の迅速な対応
・ため池の決壊に備え、ため池ハザードマップの整備等を推進し、地域防災力の強化を図ります。
・大規模災害時における「大分県農村災害支援協議会」の活動強化を支援します。

平成２４年度農業農村整備の展開方向

24 平成24年度 おおいたの農業農村整備



Ⅶ資料編

土地改良区について………………………２６

農業基盤整備資金について………………２７

大分県の地籍調査事業……………………２８

平成２３年度 事業完了地区調書 …………３０

平成２４年度 新規地区一覧表 ……………３２

水田の整備率………………………………３３

平成２３年度 農業農村整備の進捗状況 …３４

平成２３年度 取組状況写真 ………………３５

25平成24年度 おおいたの農業農村整備



土 地 改 良 区 と は

受益面積規模別状況 常勤、非常勤職員の状況

土地改良区
全93団体
※連合除く

100ha未満

500ha以上

100～500ha
未満

47％
40％

13％

土地改良区
全93団体
※連合除く

職員不在

非常勤職員のみ
1名以上

常勤職員
1名以上

37％

26％

37％

振興局名 土 地
改良区数

受益面積（ha）
組合員数 総代数

役員定数 職員数
備考

田 畑 計 理事 監事 常勤 非常勤
東部振興局 ５ １，５６３．６ ９２３．３ ２，４８６．９ ４，７５３ １５１ ６４ １５ ５ １

日出水利耕地事務所 ６ ６８９．４ ２８０．３ ９６９．７ １，９３３ ８４ ７１ １６ ３ １
中部振興局 ２５ ３，２９５．２ ２，５６９．３ ５，８６４．５ １２，４７８ ４６１ ２４４ ７２ ２５ １９
南部振興局 ７ ３４１．９ １４．２ ３５６．１ １，２５２ ６５ ７７ ２１ １ ２
豊肥振興局 ７ １，８４２．０ ５４０．０ ２，３８２．０ ２，６８９ １５４ ６０ ２０ １１ ３

豊後大野水利耕地事務所 １２ ２，４４７．９ ７６１．５ ３，２０９．４ ４，７８５ ２２９ １０２ ３６ １３ １
西部振興局 １２ １，７７８．５ ４０５．２ ２，１８３．７ ４，６７６ １５７ １２１ ３１ ７ ２
北部振興局 １９ ８，４９８．０ １，０６０．５ ９，５５８．５ １６，７５５ ４６５ ２３０ ５７ ２５ １８

連合 １ ５，２６２．２ ６１９．７ ５，８８１．９ ８，４９３ ３１ １２ ３ ７ ０ 総代数は議員数
計（連合を含む） ９４ ２５，７１８．７ ７，１７４．０ ３２，８９２．７ ５７，８１４ １，７９７ ９８１ ２７１ ９７ ４７
計（連合を除く） ９３ ２０，４５６．５ ６，５５４．３ ２７，０１０．８ ４９，３２１ １，７６６ ９６９ ２６８ ９０ ４７

土地改良区振興局別集計表

土地改良区について

土地改良区は、土地改良法の規定に基づき、一定地区内で土地改良施設の新設、改良や管理、農用地や土
地改良施設の災害復旧、農地の区画整理等の土地改良事業を施行する目的で設立された公共法人であり、関
係権利者の強制加入や経費の強制徴収権が付与されています。
また、その組織の性格により、法人税、所得税、登録免許税、不動産取得税、固定資産税等について免税

の措置がとられています。

１ 大分県内の土地改良区の現状（平成２４年３月末現在）

●土地改良区９３団体＋連合１団体
●受益面積２７，０１１ha（田 ２０，４５７ha、畑 ６，５５４ha） ※連合除く
●組合員数４９，３２１人 ※連合除く
●受益面積１００ha 未満の小規模団体 ４４団体（シェア４７%）
●職員不在の土地改良区 ３４団体（シェア３７%）

２ 土地改良区の課題

（１）組織の弱体化の進行
●組合員の高齢化の進行
●担い手不足（耕作放棄地の増加等）
●施設等の老朽化に伴う維持管理費の増

（２）不祥事の未然防止、民主的な運営、法令遵守
●法令、定款、規約、事業計画等の遵守
●不正・不当行為の予防及びその是正
●組織強化及び運営改善

資料編Ⅶ
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局別 営別 平成２２年度借入 平成２３年度借入 局別 営別 平成２２年度借入 平成２３年度借入
地区数 資金額 地区数 資金額 地区数 資金額 地区数 資金額

東部

県営

豊後大野

県営 １ ７，０００
団体営 団体営 １ １，７４０
災害 災害
非補助 非補助
計 ０ ０ ０ ０ 計 １ ７，０００ １ １，７４０

日出水利

県営

大野川上流

県営 １ ７５０ １ ７５０
団体営 １ ６，６１５ 団体営
災害 災害
非補助 非補助
計 ０ ０ １ ６，６１５ 計 １ ７５０ １ ７５０

中部

県営 ２ １７，６３１ １ ９，９８７

西部

県営 １ １，２５０ ２ ４，９１９
団体営 １ ８５０ 団体営
災害 災害
非補助 非補助
計 ２ １７，６３１ ２ １０，８３７ 計 １ １，２５０ ２ ４，９１９

南部

県営

北部

県営
団体営 団体営
災害 災害
非補助 非補助
計 ０ ０ ０ ０ 計 ０ ０ ０ ０

豊肥

県営 ２ ３３４ ５ １，５９１

合計

県営 ７ ２６，９６５ ９ １７，２４７
団体営 団体営 ３ ９，２０５
災害 災害
非補助 非補助
計 ２ ３３４ ５ １，５９１ 計 ７ ２６，９６５ １２ ２６，４５２

（単位：千円）

３ 大分県の取組

（１）土地改良区の再編整備及び、組織強化の推進
●「大分県土地改良区統合整備基本計画（平成７年度）」を策定し、再編整備の推進
●Ｈ２３ 計画 △４団体

実績 △１団体（解散による）
（２）土地改良区等の検査の実施
●Ｈ２３ 実績 農林水産大臣検査 ２団体

県知事検査 ３４団体（本庁１２，振興局２２）

農業基盤整備資金について
●概 要
農業生産力の増大、生産性の向上を図るための生産基盤の整備や農村環境基盤の整備などに係る費用に対して
長期・低利な融資を行う、株式会社日本政策金融公庫及び沖縄振興開発金融公庫の制度資金です。
農地、牧野の新設、改良、造成及び復旧の事業に係る地元負担部分が融資の対象となります。
さらに、農業集落排水施設の整備などの、生産基盤と一体として行う生活基盤の改善に必要な資金も融資対象

となっております。
借入資格者は、土地改良区、農業を営む者、農業協同組合等が対象となります。
借入条件等詳細については、お近くの株式会社日本政策金融公庫（http://www.jfc.go.jp/）、農業協同組合等

にお問い合わせください。
●実 績
県営事業等の地元負担額の全額又は一部の借入が主になっています。
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区 分 特定計画 第１次計画 第２次計画 第３次計画 第４次計画 第５次計画 第６次計画 備考
実施年度 Ｓ３２～Ｓ３７ Ｓ３８～Ｓ４４ Ｓ４５～Ｓ５４ Ｓ５５～Ｈ元 Ｈ２～Ｈ１１ Ｈ１２～Ｈ２１ Ｈ２２～Ｈ３１
実施面積 ４９．１８ ２５７．７０ ６２０．８９ １，０４６．０２ ８１２．１３ ５４０．５３ ７９．６５ １９条５項

指定を含む累 計 ４９．１８ ３０６．８８ ９２７．７７ １，９７３．７９ ２，７８５．９２ ３，３２６．４５ ３，４０６．１０

年次計画実施状況 H２４．３．３１現在（単位：㎢）

振興局
管内 市町村名 市町村

全体面積
地籍調査
計画面積

調査済面積
進捗率
（％）

第６次
１０ヵ年
計画

第６次
達成率
（％）

１９条
５項
指定済

着手
年度

完了
年度 備考特定

計画
第１次
計画

第２次
計画

第３次
計画

第４次
計画

第５次
計画

第６次
計画 計

東部振興局 国東市 ３１７．８４ ３１５．９１ ２７．９３ ９９．９１ １３２．２６ ４７．３６ ０．３４ ３０７．８０ １００．００ ７．０１ S３９ H１２ 完了
姫島村 ６．８５ ６．８５ ７．２０ ７．２０ １００．００ S５１ S５４ 完了

（日出水利） 別府市 １２５．１５ １１２．３８ １．８１ １．８１ １．６１ ２８．００ ６．４６ H２２
杵築市 ２８０．０１ ２７２．５４ ５３．５７ ４１．４１ ３３．５５ ２４．９６ ３．４５ １５６．９４ ５７．５８ ３０．００ １１．５０ ５．０４ S４５
日出町 ７３．２３ ７２．５３ １１．９８ １２．６７ １２．９８ ３．８７ ４１．５０ ５７．２２ １９．００ ２０．３７ ０．７２ S６１

東部振興局合計 ８０３．０８ ７８０．２１ ０．００ ２７．９３ １６０．６８ １８５．６５ ９３．５８ ３８．２８ ９．１３ ５１５．２５ ６６．０４ ７７．００ １１．８６ １２．７７
中部振興局 大分市 ５０１．２８ ４７５．７６ １８．６５ ４７．８７ ４０．１０ １０６．６２ ２２．４１ ７．８２ S３３

臼杵市 ２９１．０７ ２７５．４２ ８．７０ １８．１２ ２．３８ ２９．２０ １０．６０ １４．００ １７．００ ２．９７ H７
津久見市 ７９．５４ ６５．０４ ２．２８ ０．７１ ２．９９ ４．６０ ５．００ １４．２０ ０．４９ H１５
由布市 ３１９．１６ ２９３．２５ ２７．４７ １３７．２２ １１９．２５ ４．８１ ２８８．７５ ９８．４７ ４．５０ S３９ H４ 完了

中部振興局合計 １，１９１．０５ １，１０９．４７ １８．６５ ７５．３４ １７７．３２ １１９．２５ １３．５１ ２０．４０ ３．０９ ４２７．５６ ３８．５４ １９．００ １６．２６ １５．７８
南部振興局 佐伯市 ９０３．５１ ７５１．６６ １３．３６ ４６．０５ ８５．９７ １８６．２８ １９６．９８ １１１．５５ １３．３１ ６５３．５０ ８６．９４ ６５．００ ２０．４８ ４．５６ S３２
南部振興局合計 ９０３．５１ ７５１．６６ １３．３６ ４６．０５ ８５．９７ １８６．２８ １９６．９８ １１１．５５ １３．３１ ６５３．５０ ８６．９４ ６５．００ ２０．４８ ４．５６

豊肥振興局 竹田市 ４７７．５９ ４３０．８７ ２７．６９ ７１．９４ ４０．７４ ５６．８９ ９．０１ ２０６．２７ ４７．８７ ６１．００ １４．７７ １９．４９ S４６
（豊後大野） 豊後大野市 ６０３．３６ ５３７．９２ １６．１１ ７５．９６ ７１．９２ ６７．８７ ５．８８ ２３７．７４ ４４．２０ ７４．７９ ７．８６ ７．７６ S４６
豊肥振興局合計 １，０８０．９５ ９６８．７９ ０．００ ０．００ ４３．８０ １４７．９０ １１２．６６ １２４．７６ １４．８９ ４４４．０１ ４５．８３ １３５．７９ １０．９７ ２７．２５

西部振興局 日田市 ６６６．１９ ６４０．１８ ４３．３４ ９３．４７ ３４０．１３ １５４．３１ ２．０１ ６３３．２６ １００．００ ６．９２ S３８ H１２ 完了
九重町 ２７１．４１ ２２５．６０ ３．６７ ６６．１４ ２７．９２ ９．５０ １０７．２３ ４７．５３ ５１．００ １８．６３ ０．３６ S６３
玖珠町 ２８６．４４ ２６５．８５ １９．７２ ３３．３３ １２．３９ ６５．４４ ２４．６２ ６０．００ ２０．６５ ６．９８ H３

西部振興局合計 １，２２４．０４ １，１３１．６３ ０．００ ４３．３４ ９３．４７ ３４３．８０ ２４０．１７ ６３．２６ ２１．８９ ８０５．９３ ７１．２２ １１１．００ １９．７２ １４．２６
北部振興局 中津市 ４９１．１５ ４１５．４６ １１．７１ ２８．１６ ４６．８９ ７２．２３ ７５．４０ ８．０６ ２４２．４５ ５８．３６ ５７．００ １４．１４ ７．８０ S４２

豊後高田市 ２０６．６４ ２０５．９２ １７．１７ ５３．３３ ３１．４９ ９．９１ ２３．２１ ３６．５７ ８．８７ １８０．５５ ８７．６８ ２７．２１ ３２．６０ ６．３０ S３２
宇佐市 ４３９．１２ ４１４．２２ １６．０５ ２８．９８ ０．２６ ４５．２９ １０．９３ ３８．００ ０．６８ ２．８４ H２

北部振興局合計 １，１３６．９１ １，０３５．６０ １７．１７ ６５．０４ ５９．６５ ５６．８０ １１１．４９ １４０．９５ １７．１９ ４６８．２９ ４５．２２ １２２．２１ １４．０７ １６．９４
合 計 ６，３３９．５４ ５，７７７．３６ ４９．１８ ２５７．７０ ６２０．８９ １，０３９．６８ ７６８．３９ ４９９．２０ ７９．５０ ３，３１４．５４ ５７．３７ ５３０．００ １５．００ ９１．５６

地籍調査と１９条５項指定による整備率＝５８．９６％

平成２３年度地籍調査事業実施状況表（振興局毎） H２４．３．３１現在（単位：㎢）

姫島村姫島村

豊後高田市豊後高田市

宇佐市宇佐市中津市中津市

福岡県福岡県

周防灘周防灘

別府湾別府湾

熊本県熊本県

宮崎県宮崎県

日出町日出町

別府市別府市

由布市由布市九重町九重町

玖珠町玖珠町

竹田市竹田市

佐伯市佐伯市

津久見市津久見市
臼杵市臼杵市

豊後大野市豊後大野市

大分市大分市

日田市日田市

国東市国東市

杵築市杵築市

完 了 市 町 村
継 続 市 町 村
休 止 市 町 村
行 政 区 域

凡　　例

（平成24年3月現在）

大分県の地籍調査事業
昭和２６年に国土調査法が制定され、以来全国的には翌年度から実施されていますが、大分県においては、昭和

３２年度より着手し平成２３年度までに１８市町村で実施（完了４、休止１、継続１３）され、全市町村で実施することと
なりました。また調査進度は県全体面積６，３４０㎢のうち国有林等を除外した要調査面積５，７７７㎢に対して
３，４０６．１㎢を完了し、進捗率は５９．０％です。

資料編Ⅶ
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実施年度 実施
市町村

事業量
（㎢） 事業費（円） １９条５項実施 備 考市町村数 事業量（㎢）

３２ ２ ４．１０ １，２２１，５００
３３ ３ ５．７８ １，８４５，１５０ （完了市町村 ４）
３４ ３ ５．９０ ２，１２０，９５０ 日田市、由布市、国東市、姫島村
３５ ３ ７．３２ ２，２８２，６７０
３６ ４ ９．５６ ３，５７６，０００
３７ ４ １６．５２ ５，５２６，０００
３８ ５ ２９．１１ １１，６９１，０００ （実施市町村 １３）
３９ ８ ３７．６３ １７，３４１，５０３ 別府市、中津市、佐伯市、臼杵市、津久見市、竹

田市、豊後高田市、杵築市、宇佐市、豊後大野
市、日出町、九重町、玖珠町

４０ ７ ３８．７０ １８，７７４，０００
４１ ７ ３８．０２ １８，６５１，０００
４２ ９ ３３．８１ １９，８１８，０００
４３ ９ ４０．７５ ２５，８２４，０００
４４ １１ ３９．６９ ２６，４７８，０００
４５ １２ ４０．１７ ３０，９３６，０００
４６ １５ ４７．５８ ３９，１４７，０００ （休止市町村 １）
４７ １５ ４７．５７ ３９，４９８，０００ 大分市（再開未定）
４８ １９ ５６．９６ ７０，２７５，０００
４９ １９ ５９．５０ ８８，０７４，０００
５０ １９ ５８．７３ １０８，０００，０００
５１ ２０ ５８．６４ １３５，２３１，０００
５２ ２１ ７５．０３ ２１０，７０８，０００
５３ ２０ ８９．３５ ２５９，４７６，０００
５４ ２２ ８７．３６ ２８８，４２６，０００
５５ ２１ ９１．９６ ２９１，６１８，０００
５６ ２３ ９２．１８ ３０５，５２９，０００
５７ ２３ １００．４４ ３４２，７９２，０００
５８ ２２ １０５．３４ ３８３，０７０，０００
５９ ２３ １０７．４９ ３８３，８８０，０００
６０ ２２ １２２．２６ ４５３，０１５，０００ ２ ５．０７
６１ ２４ １１１．３７ ４５３，６７６，０００
６２ ２４ １０４．１５ ４４４，２１２，０００
６３ ２６ １０２．８２ ４４１，８１６，０００ ３ ０．４６
１ ２７ １０１．６５ ４４２，９４０，０００ ３ ０．８１
２ ２７ ９０．２１ ４４５，０００，０００ ５ ０．６２
３ ２７ ８１．３３ ４３９，１４８，０００
４ ２６ ７７．６２ ４６７，５８４，０００ １ ０．３０
５ ２５ ７９．９７ ５２９，３６０，０００ １０ ３．４７
６ ２５ ８３．８７ ６２６，６１２，０００ １１ １４．８５
７ ２８ ９０．３８ ８０５，５３２，０００ １３ １３．３０
８ ３０ ８３．１２ ８４６，６８８，０００
９ ３２ ７０．３８ ８５８，０９８，０００ ４ ３．４４
１０ ３２ ５７．８１ ７８７，０００，０００ ７ ６．０６
１１ ３０ ５３．７１ ７７７，９３６，０００ ４ １．７０
１２ ３０ ５３．０４ ７９２，２６４，０００ １ ０．４３
１３ ２７ ５５．００ ８００，０００，０００ ２１ ２３．２５
１４ ２８ ５１．５４ ８４０，０００，０００ １ ０．３６
１５ ２９ ５３．９２ ８４８，０００，０００ ４ ２．６０
１６ ３３ ５５．４２ ８３５，０００，０００ １２ ５．７６
１７ １４ ５１．９２ ８３０，０００，０００ ２ ０．８９
１８ １３ ４８．８８ ８２５，０００，０００
１９ １２ ４６．４１ ８１９，０００，０００ １ ２．１５
２０ １１ ４１．０４ ８００，０００，０００ １ ０．１３
２１ １１ ４２．０３ ８００，０００，０００ １ ５．７６
２２ １２ ４２．９０ ８００，０００，０００ １ ０．１５
２３ １３ ３６．６０ ７２２，３００，０００

合 計 ３，３１４．５４ ２１，６６１，９９０，７７３ ９１．５６

大分県地籍調査事業実績表 要調査面積 ５，７７７㎢
（平成２３年まで）進捗率 ５９．０％
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事業名 ふりがな
地区名 市町村名 完了事業費 着工年度 事業内容 備考

経 営 体 育 成
基 盤 整 備 事 業

う さ
宇 佐 宇 佐 市 ５６６，０００ H２０ 暗渠排水工A=２８１ha
こ ご
古 後 玖 珠 町 ６３３，０００ H１７ 区画整理工A=２９．８ha

炭素貯留関連基盤
整 備 実 験 事 業

だ い め い
大 明 日 田 市 ３５，０００ H２２ 暗渠排水工A=６．７ha

かんがい排水事業 つつぐちしんいろ
筒口新井路 由 布 市 ６８９，３００ H１９ 水路工 L=２，８４６ｍ H２３繰越

（戦略補助、体質強化）

基 幹 水 利 施 設
保 全 対 策 事 業

な め い し
並 石 豊後高田市 ７６，５１２ H２１ 対策工事：水路工１．０式 H２３繰越

（一括）
ち ゅ う ぶ
中 部 中部振興局管内 ２０４，８４０ H１９ 機能保全計画策定１．０式、緊急対応２．０

箇所
H２３繰越
（一括）

ほ う ひ
豊 肥 竹 田 市 １４２，１００ H１９ 機能保全計画策定１．０式、緊急対応１．０

箇所
ぶんごおおの
豊 後 大 野 豊後大野市 ２７３，１４８ H１９ 機能保全計画策定１．０式、対策工事３．０

箇所
H２３繰越

（一括・NN整備）
ほ く ぶ
北 部 北部振興局管内 １６２，２００ H１９ 機能保全計画策定１．０式、対策工事１．０

箇所、緊急対応２．０箇所
ひじすいり
日 出 水 利

日出水利耕地
事務所管内 ３３，９３５ H２０ 機能保全計画策定１．０式、緊急対応２．０

箇所
な ん ぶ
南 部 佐 伯 市 １７，６２５ H２０ 機能保全計画策定１．０式
せ い ぶ
西 部 西部振興局管内 ８８，１４０ H２１ 機能保全計画策定１．０式 H２３繰越

（一括・NN整備）
うえのはる
上 の 原 宇 佐 市 １５，０００ H２３ 対策工事：水路工 L=１１８ｍ H２３繰越

（体質強化）

農道保全対策事業
け ん な ん
県 南 佐 伯 市 ３０１，８４６ H２０ 法面保護工A＝１２，５３６．６㎡、側溝工 L

=１２０２．７ｍ 舗装工 L＝３１３ｍ
か わ ち
河 内 豊後高田市 １８７，２００ H２１ 保全対策 １．０式 Ｈ２３繰越

（一括）
地域用水環境整備
（小水力発電整備）

おおのばる
大 野 原 豊後大野市 ７７，８７０ H２２ 小水力発電施設設備１．０式 Ｈ２３繰越

（一括）

中山間地域総合整備
や ま く に
山 国

中 津 市
（山国町） １，８０２，０００ Ｈ１３ ほ場整備A=９．９ha ほか６工種 Ｈ２３繰越

（一括）
おおのせいぶ
大 野 西 部 豊後大野市 １，６２５，０００ Ｈ１６ 農道 L=４，４０７mほか５工種

防 ダ ム な お か わ
直 川 佐 伯 市 １３７，７６９ Ｈ１９ 洪水調整用施設等更新

防 ダ ム
（ 地 震 た め 池 ）

いまみやしもいけ
今 宮 下 池 杵 築 市 １１５，１００ Ｈ２１ ため池改修 堤体工 L=８６．０m
ひろせおおいけ
広 瀬 大 池 杵 築 市 ８４，３３０ Ｈ２１ ため池改修 堤体工 L=７８．０m

た め 池 等 整 備
（危険ため池）

いたぎためいけ
板 木 溜 池 国 東 市 ８４，９９２ Ｈ２０ ため池改修 堤体工 L=８４．３m
だいにほそこ
第 ２ 細 子 佐 伯 市 ６１，０８７ Ｈ２１ ため池改修 堤体工 L=３７．６m
なべがたにかみいけ
鍋ヶ谷上池 宇 佐 市 ７０，５４８ Ｈ２１ ため池改修 堤体工 L=９０．０m
ひがしたに
東 谷 大 分 市 ５３，２５０ Ｈ２１ ため池改修 堤体工 L=４３．７m

た め 池 等 整 備
（ 河 川 応 急 ）

たかやなぎ
高 柳 玖 珠 町 ５８，０２０ Ｈ２０ 頭首工改修 自動転倒堰B=６．５m
くろまついせき
黒 松 井 堰 豊後高田市 １４６，６２７ Ｈ２１ 頭首工改修 自動転倒堰B=２１．２m
し お や
塩 屋 国 東 市 ４４，１００ Ｈ２３ 頭首工改修 自動転倒堰B=２７．６m
しもたにがわ
下 谷 川 佐 伯 市 ５６，３８６ Ｈ２２ 頭首工改修 自動転倒堰B=２４．１m

（県営事業） （単位：千円）

平成２３年度 事業完了地区調書
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事業名 ふりがな
地区名 市町村名 完了事業費 着工年度 事業内容 備考

農 村 地 域 情 報
基 盤 整 備

し も げ
下 毛 中 津 市 ２，４６４，７８１ Ｈ２０ 伝送路L=１，０５０km、センター施設５箇所

新農業水利システム
保 全 対 策

め い せ い
明 正 豊後大野市 ２５１，３００ Ｈ２０ 保全計画策定１．０式、ゲート改良等１式 Ｈ２３繰越

（体質強化）

基 盤 整 備 促 進

く ら な り
倉 成 杵 築 市 ２８，６６０ Ｈ２２ 水路工 L=１，１３９m
や さ か
八 坂 杵 築 市 ２７，２２０ Ｈ２２ 農道舗装 L=１，５２１m
やはたもり
八 幡 森 杵 築 市 ５，７８０ Ｈ２３ 頭首工１．０式、水路工 L=２１．０m
の だ
野 田 宇 佐 市 １１，７００ Ｈ２３ 農業用用排水施設１．０式 Ｈ２３繰越

（プロ交）
こうちゅう
高 中 杵 築 市 ８，８００ H２３ 水路工 L=９５m Ｈ２３繰越

（体質強化）

（団体営事業） （単位：千円）

事業名 ふりがな
地区名 市町村名 完了事業費 着工年度 事業内容 備考

経営体育成基盤整備事業
（通作条件整備型）

なかうすき
中 臼 杵 臼 杵 市 １２５，７３６ H２２ 法面保護工A＝３，２４９．０㎡ Ｈ２２繰越

（NN整備）
海岸環境整備事業 くしがはな

串 ヶ 鼻 大 分 市 ９２２，２０１ H４ 護岸工 L=３２１．２m、離岸堤工 L=２００m H２２繰越
（NN整備）

（県営事業） （単位：千円）

※NN整備：農山漁村地域整備交付金 一括：地域自主戦略交付金 戦略補助：戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業
体質強化：農業体質強化基盤整備促進事業（Ｈ２４年２月制定：２３年度第４次補正）
プロ交：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

平成２２年度 事業完了地区調書
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事 業 名 ふりがな
地区名 市町村名 事業費

（百万円） 主要工事計画

経営体育成基盤整備事業 おがた 豊後大野市 ６５ 暗渠排水A=１９．０ha、用水路 L=３１０
m緒方

経営体育成基盤整備事業
（通作条件整備：基幹農道、保全事業）

おおいたちゅうぶ 由布市 １００ 舗装改修 L=３，５４４．５m、橋梁補修 L
=２４m、道路側溝 L=７７．５m大分中部

みやひら 竹田市 １７７ 舗装改修 L=４，８９４．４m、法面改修A
=２，５３９．７㎡宮平

おおのがわちゅうりゅう 豊後大野市 ３２０ 舗装改修 L=３２，６００m、法面改修A=
２，８１７．８㎡、橋梁点検１箇所大野川中流

日田市 １７４ 舗装改修 L=６，４１５．９m、法面改修A
=１，９４２㎡、道路側溝 L=２２０mスカイロード

経営体育成基盤整備事業
（通作条件整備）

だいげんやだい２ 玖珠郡玖珠町 ２８１ 道路工 L=２，１００m大原野第２
中山間地域総合整備事業 たけたなんぶ 竹田市 １，１１４ 用水２８路線、ほ場８地区、農道１路線、暗排１２地区、客土１地区

集道１路線、集排１路線、飲雑１地区竹田南部

基幹水利施設ストックマネジメント事業

ちゅうぶ２き 大分市・臼杵市 ８８ 保全計画策定（ソフト）中部２期
ほうひ２き 竹田市・豊後大野市 １００ 対策工事

水路工 L=１，５５３m（６路線）豊肥２期
ぶんごおおの２き 豊後大野市 ６６ 保全計画策定（ソフト）豊後大野２期
せいぶ２き 日田市・玖珠郡 ２２ 保全計画策定（ソフト）西部２期

ため池等整備事業
（危険ため池）

おくさこいけ 国東市 ９８ 堤体工 L=１１８m奥迫池
よみかわかみいけ 国東市 ２３４ 堤体工 L=１３８m読川上池
しもゆぶねためいけ 大分市 １２５ 堤体工 L=６６m下弓舟溜池
かみかげとためいけ 由布市 ７６ 堤体工 L=５２m上影戸溜池
やきやまためいけ 豊後高田市 １４７ 堤体工 L=７３m焼山溜池

防災ダム事業
（地震対策ため池：小規模）

おおくぼためいけ 杵築市 ９２ 堤体工 L=２９m大久保溜池

地域ため池総合整備事業

いちのお 大分市 ６ 調査・計画（ソフト）
ため池２地区（笠岩溜池外１地区）市尾

さの 大分市 ６ 調査・計画（ソフト）
ため池２地区（野稲原溜池外１地区）佐野

みやかわうち 大分市 ６ 調査・計画（ソフト）
ため池２地区（宮谷溜池外１地区）宮河内

たけたなんぶ 竹田市・豊後大野市 ４６ 調査・計画（ソフト）
ため池６地区（白水池外５地区）竹田南部

ひがしふたがわ 宇佐市 １１４ 中野池（ため池改修 一式）
城山上池、城山下池（ハザードマップ整備）東両川

障害防止対策事業 まつき 玖珠郡九重町 ２０ 本調査松木
２８地区 ３，４７６

地域農業水利施設ストックマネジメント
事業

ふじお 豊後大野市 ６３ 揚水機一式富士緒
はせお 豊後大野市 ７０ 水路工 L=６．３km長谷緒

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

こうちゅう 杵築市 ９ 水路工 L=９５m高中
しろみず 杵築市 ５４ 水路工 L=２４７m白水
くぼ 臼杵市 ２４ 水路工 L=７４３m久保

５地区 ２２０

３３地区 ３，６９６

平成２３年度 新規地区一覧表（H２３年度第４次補正予算：農業体質強化基盤整備促進事業（H２４年２月制定））
事 業 名 ふりがな

地区名 市町村名 事業費
（百万円） 主要工事計画

基幹水利施設ストックマネジメント事業 うえのはる 宇佐市 １５ 対策工事（水路工 L=１１８m）上の原
１地区 １５

地域農業水利施設ストックマネジメント
事業

たけた 竹田市 ６５ 水路工 L=１．５１km竹田
ここのえ 九重町 ５４ 管路工 L=１．８７km九重

２地区 １１９

３地区 １３４

平成２４年度 新規地区一覧表
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整備率（対農振農用地率）
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整備率（対農振農用地率）

整備率（対農振農用地率）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100振興局
項目

水田
総面積

農振
農用地
（Ｂ）

事業化
面積
（C）

整備済
面積
（D）

事業化率 整備率

市町村
対農用地
（C）／（Ｂ）

対農用地
（D）／（Ｂ）

東部振興局 姫島村 ７ ３ ０ ０ ０．０ ０．０
農林基盤部 国東市 ２，９８０ ３，１５３ ２，２５７ ２，２４９ ７１．６ ７１．３

計 ２，９８７ ３，１５６ ２，２５７ ２，２４９ ７１．５ ７１．３
東部振興局 日出町 ５２７ ５４１ ２４８ ２４８ ４５．９ ４５．８
日出水利 別府市 ２８１ ２０５ ３７ ３７ １８．０ １８．０

杵築市 ２，７５０ ２，７７５ ２，０４１ １，８３９ ７３．５ ６６．３
計 ３，５５８ ３，５２１ ２，３２６ ２，１２４ ６６．１ ６０．３

中部振興局 大分市 ３，２２０ ２，５０６ １，１９６ １，１９７ ４７．７ ４７．８
農林基盤部 臼杵市 １，２３０ １，２５５ ９４７ ９３３ ７５．５ ７４．３

津久見市 ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０
由布市 ２，７４０ ３，０４３ １，６７２ １，６７３ ５５．０ ５５．０
計 ７，１９０ ６，８０３ ３，８１６ ３，８０２ ５６．１ ５５．９

南部振興局 佐伯市 １，４７０ １，２２１ １，２１６ １，２１８ ９９．６ ９９．７
農林基盤部 計 １，４７０ １，２２１ １，２１６ １，２１８ ９９．６ ９９．７
豊肥振興局 竹田市 ４，６４０ ４，５９１ ３，３９１ ３，１２４ ７３．９ ６８．０
農林基盤部 計 ４，６４０ ４，５９１ ３，３９１ ３，１２４ ７３．９ ６８．０
豊肥振興局 豊後大野市 ４，２３０ ４，２３２ ３，４８３ ３，４９０ ８２．３ ８２．５
豊後大野 計 ４，２３０ ４，２３２ ３，４８３ ３，４９０ ８２．３ ８２．５
西部振興局 九重町 １，３４０ ９６８ ８５０ ８４５ ８７．８ ８７．３
農林基盤部 玖珠町 １，５９０ １，３７６ ９７３ ９５８ ７０．７ ６９．６

日田市 １，９２０ １，４１７ ８９７ ７９４ ６３．３ ５６．１
計 ４，８５０ ３，７６１ ２，７１９ ２，５９７ ７２．３ ６９．１

北部振興局 中津市 ３，１００ ２，５０３ ２，０８３ ２，０７２ ８３．２ ８２．８
農林基盤部 豊後高田市 １，８３０ １，６０８ １，２９６ １，２３８ ８０．６ ７７．０

宇佐市 ６，９４０ ６，９６１ ６，２４０ ６，１９３ ８９．６ ８９．０
計 １１，８７０ １１，０７１ ９，６１９ ９，５０４ ８６．９ ８５．８

合 計 ４０，８００ ３８，３５６ ２８，８２７ ２８，１０８ ７５．２ ７３．３

地域類型
項目 水田

総面積
農振
農用地
（Ｂ）

事業化
面積
（C）

整備済
面積
（D）

事業化率 整備率
対農用地
（C）／（Ｂ）

対農用地
（D）／（Ｂ）

都市的地域 ９，９９１ ７，８５２ ５，４２９ ５，３１９ ６９．１ ６７．７
平地農業地域
中山間地域 ３０，８０４ ３０，５０４ ２３，３９９ ２２，７９０ ７６．７ ７４．７
計 ４０，８００ ３８，３５６ ２８，８２７ ２８，１０８ ７５．２ ７３．３

地域類型
項目

水田
総面積

農振
農用地
（Ｂ）

事業化
面積
（C）

整備済
面積
（D）

事業化率 整備率

市町村
対農用地
（C）／（Ｂ）

対農用地
（D）／（Ｂ）

都市的地域

大分市 ３，２２０ ２，５０６ １，１９６ １，１９７ ４７．７ ４７．８
別府市 ２８１ ２０５ ３７ ３７ １８．０ １８．０
中津市 ３，１００ ２，５０３ ２，０８３ ２，０７２ ８３．２ ８２．８
日田市 １，９２０ １，４１７ ８９７ ７９４ ６３．３ ５６．１
佐伯市 １，４７０ １，２２１ １，２１６ １，２１８ ９９．６ ９９．７
計 ９，９９１ ７，８５２ ５，４２９ ５，３１９ ６９．１ ６７．７

中間農業
地域

臼杵市 １，２３０ １，２５５ ９４７ ９３３ ７５．５ ７４．３
津久見市 ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０
竹田市 ４，６４０ ４，５９１ ３，３９１ ３，１２４ ７３．９ ６８．０
豊後高田市 １，８３０ １，６０８ １，２９６ １，２３８ ８０．６ ７７．０
杵築市 ２，７５０ ２，７７５ ２，０４１ １，８３９ ７３．５ ６６．３
宇佐市 ６，９４０ ６，９６１ ６，２４０ ６，１９３ ８９．６ ８９．０
豊後大野市 ４，２３０ ４，２３２ ３，４８３ ３，４９０ ８２．３ ８２．５
由布市 ２，７４０ ３，０４３ １，６７２ １，６７３ ５５．０ ５５．０
国東市 ２，９８０ ３，１５３ ２，２５７ ２，２４９ ７１．６ ７１．３
姫島村 ７ ３ ０ ０ ０．０ ０．０
日出町 ５２７ ５４１ ２４８ ２４８ ４５．９ ４５．８
計 ２７，８７４ ２８，１６０ ２１，５７６ ２０，９８７ ７６．６ ７４．５

山間農業
地域

九重町 １，３４０ ９６８ ８５０ ８４５ ８７．８ ８７．３
玖珠町 １，５９０ １，３７６ ９７３ ９５８ ７０．７ ６９．６
計 ２，９３０ ２，３４４ １，８２３ １，８０３ ７７．８ ７６．９

合計 ４０，８００ ３８，３５６ ２８，８２７ ２８，１０８ ７５．２ ７３．３

１．振興局別 平成２４年３月３１日現在（単位：ha，％）

２．農業地域類型別 平成２４年３月３１日現在（単位：ha，％）

※水田総面積 Ｈ２３．１２月発表
平成２３年耕地面積・市町村別データ［H２３．７．１５現在］（農林水産省）
※農振農用地面積 H２３．１１月発表
平成２２年度農業振興地域整備計画の概要［H２２．１２．１現在］（大分県農林水産部）

水田の整備率（速報値）
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指標名及び取組事項 地域
基準年 目標年 Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２１ Ｈ２７ 目標 実績 達成率 目標

１．低コストで効率的な生産基盤づくり

指標：ほ場整備済み面積（ha）

関連事業
・経営体育成基盤整備事業
・農村総合整備事業
・中山間総合整備事業 等

東部 ４，３６９ ４，３８３ ４，３６９ ４，３７３ １００ ４，３７５
中部 ３，７８０ ３，８２８ ３，８２１ ３，８０２ ９９ ３，８２８
南部 １，２１８ １，２１９ １，２１８ １，２１８ １００ １，２１８
豊肥 ６，５８１ ６，７３７ ６，６１３ ６，６１４ １００ ６，６４０
西部 ２，５９７ ２，６５９ ２，６２５ ２，５９７ ９９ ２，６３８
北部 ９，４９６ ９，５７４ ９，４９６ ９，５０４ １００ ９，５０７
（県計） ２８，０４０ ２８，４００ ２８，１４２ ２８，１０８ １００ ２８，２０６

平成２３年度 農業農村整備の進捗状況（おおいた農山漁村活性化戦略２００５より）

指標名及び取組事項 地域
基準年 目標年 Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２１ Ｈ２７ 目標 実績 達成率 目標

２．水田の汎用化対策

指標：排水対策済み水田面積（ha）

関連事業
・経営体育成基盤整備事業
・農村総合整備事業
・中山間総合整備事業 等

東部 １０１ １８８ １２１ １２３ １０２ １４１
中部 ０ ３３ ０ ０ － ０
南部 ７ ２３ ７ ７ １００ ７
豊肥 ４５ １１４ ５１ ５０ ９７ ５８
西部 ７１ １５６ ７８ ８６ １０９ ８１
北部 １，２７０ １，４８６ １，４０９ １，４０７ １００ １，４２９
（県計） １，４９３ ２，０００ １，６６６ １，６７２ １００ １，７１５

指標名及び取組事項 地域
基準年 目標年 Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２１ Ｈ２７ 目標 実績 達成率 目標

３．農業水利施設の効率的な更新整備

指標：農業水利施設長寿命化計画の策定箇所数

関連事業
・基幹水利施設ストックマネジメント事業 等

東部 ２ １２ １０ １２ １２０ １２
中部 １２ ５９ ３７ ４９ １３２ ４９
南部 １ ２ ２ ２ １００ ２
豊肥 ２１ １１９ ９８ ８２ ８４ １１５
西部 ３ ２２ ３ ３ １００ ３
北部 ７ ５４ ５２ ９５ １８３ ５４
（県計） ４６ ２６８ ２０２ ２４３ １２０ ２３５

指標名及び取組事項 地域
基準年 目標年 Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２１ Ｈ２７ 目標 実績 達成率 目標

４．地域ぐるみの協働活動による農村資源の保全

指標：農地・水保全管理支払制度協定面積（ha）

関連事業
・農地・水保全管理支払制度

東部 ２，４２３ ２，４７６ ２，３８５ ２，３５６ ９９ ２，４５６
中部 ２，８４０ ２，９８０ ２，８３７ ２，８３７ １００ ２，９３０
南部 ８０８ ８２６ ８０８ ８０３ ９９ ８０８
豊肥 ４，５５７ ５，２４８ ４，５５３ ４，５５３ １００ ５，００６
西部 ９５０ ９９７ ９４２ ９４２ １００ ９９７
北部 ４，２９０ ５，４７３ ４，２７８ ４，２７８ １００ ５，３０３
（県計） １５，８６８ １８，０００ １５，８０３ １５，７６９ １００ １７，５００

指標名及び取組事項 地域
基準年 目標年 Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２１ Ｈ２７ 目標 実績 達成率 目標

５．災害に強い農山漁村づくり

指標：ため池改修箇所数

関連事業
・ため池等整備事業
・地域ため池総合整備事業 等

東部 １１７ １５２ １３３ １３７ １０３ １３８
中部 ６８ ８９ ７２ ７１ ９９ ７８
南部 ７ １０ ８ ８ １００ １０
豊肥 ７３ ７９ ７４ ７３ ９９ ７５
西部 １０ １７ １４ １１ ７９ １６
北部 １４２ １６３ １４９ １４７ ９９ １５３
（県計） ４１７ ５１０ ４５０ ４４７ ９９ ４７０

指標名及び取組事項 地域
基準年 目標年 Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２１ Ｈ２７ 目標 実績 達成率 目標

６．再生可能エネルギー等の利活用

指標：小水力発電施設整備箇所数

関連事業
・小水力発電施設整備事業

東部 ０ ０ ０ ０ － ０
中部 ０ １ ０ ０ － ０
南部 ０ ０ ０ ０ － ０
豊肥 ４ ６ ５ ５ １００ ５
西部 ０ １ ０ ０ － ０
北部 ０ ０ ０ ０ － ０
（県計） ４ ８ ５ ５ １００ ５

資料編Ⅶ
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農業農村整備事業 写真パネル展と講演会
H２４．１．１６（大分空港ターミナル）

「２１haの水田を潤す転倒ゲートの完成」
農業用河川工作物応急対策事業（塩屋地区）

平成２３年度 取組状況写真

農村整備計画課・農村基盤整備課

東部振興局
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「地域全体の防災安全度向上」
防災ダム事業（今宮下池地区）

基礎工事 コンクリート打設

右岸側完成

「生まれ変わる馬代頭首工」
農業用河川工作物応急対策事業（馬代地区）

東部振興局（日出水利耕地事務所）

中 部 振 興 局

資料編Ⅶ
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「今年の水はしょわねえで！」
ため池等整備事業（第２細子地区）

「おじいちゃんの田んぼが広くなる！」
耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業（米納地区）

南 部 振 興 局

豊 肥 振 興 局
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「土砂吐のゲート化で管理効率の向上（長谷緒頭首工）」
中山間地域総合整備事業（豊後大野西部地区）

「完成！尾元歩道橋」
中山間地域総合整備事業（荻地区）

豊肥振興局（豊後大野水利耕地事務所）

豊肥振興局（大野川上流開発事業事務所）

資料編Ⅶ
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「基盤整備が完成し、農事組合法人「こご」の新たな営農がここからスタート！」
経営体育成基盤整備事業（古後地区）

（シートパイプ施工現場）

「高校生への出前授業」
経営体育成基盤整備事業（宇佐地区）

西 部 振 興 局

北 部 振 興 局
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